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(57)【要約】

【産業上の利用分野】線形予測分析に基づいて処理する

音声信号符号化方式に関する

【目的】少ないビットレートでも比較的良好な音声品質

を保持できる音声信号符号化方式を提供する

【効果】符号化方式により量子化歪を１～２ｄＢ軽減す

ることができ、符号化音声の量子化歪感をおさえ品質を

高めることができる

【特許請求の範囲】

【請求項１】（１）入力音声信号からその予測残差信号

を求め、その予測残差信号を位相等化フイルタで零位相

化し、その零位相化された予測残差信号のエネルギーの

集中した位置を検出し、その検出されたエネルギー集中

位置を中心とするその近傍の前記零位相化された予測残

差信号の波形を符号化し、かつ前記エネルギー集中位置

を符号化し、更に前記入力音声信号を線形予測分析して

予測係数を求め前記波形の符号、上記位置の符号及び前

記予測係数を符号化出力とする音声信号符号化方式。

【請求項２】（２）前記零位相化された予測残差信号と

前記符号化されたエネルギー集中位置の近傍波形との差

を符号化して出力することを特徴とする特許請求の範囲

第１項記載の音声信号符号化方式。
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